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宇
都
宮
　
洋
亮
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
・
獣
医
学
部
・

松
山
市
）

1　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
部
獣
医
学
科
一

年
の
宇
都
宮
洋
亮
で
す
。
六
年
間
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
部
活
や
遊
び
と
勉
学
を
両
立
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

2　

馬
術
部
で
四
年
間
馬
に
つ
い
て
学
び
、
六
年
後
獣

医
師
の
国
家
資
格
を
得
た
後
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
で
競
走
馬

の
調
教
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
は
大
変
で
す
が
が
ん
ば
り
ま
す
。

家
安
　
将
太
郎
（
東
京
大
学
・
理
科
Ⅰ
類
・
松
山
市
）

1　

趣
味
は
読
書
や
映
画
鑑
賞
、
ゲ
ー
ム
な
ど
基
本
的

に
イ
ン
ド
ア
派
の
人
間
で
す
。
し
か
し
東
京
で
の

生
活
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
触
れ
合
い
、
知
見
を

広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

2　

物
理
系
の
研
究
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
問
を
通
じ
て
人
類
社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
し
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
教
養
課
程
で
良
い
成

績
を
修
め
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。 

元
山
　
紘
貴
（
学
習
院
大
学
・
文
学
部
・
松
山
市
）

1　

美
術
館
・
博
物
館
巡
り
、
映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
が
趣
味
な
の
で
、
色
々
な
場
所
へ
訪
れ
た
い

で
す
。
ま
た
、
多
く
の
考
え
に
触
れ
視
野
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

2　

小
説
を
書
い
て
群
像
新
人
文
学
賞
を
取
り
た
い
で

す
。
一
方
で
、
大
学
院
に
進
学
し
て
西
洋
哲
学
に

1　

つ
い
て
学
び
、
考
え
を
深
め
て
か
ら
放
送
作
家
に

成
っ
て
聴
取
者
が
ホ
ッ
と
出
来
る
場
を
提
供
し
た

い
で
す
。

忽
那
　
清
雅
（
明
治
大
学
・
政
治
経
済
学
部
・
松
山
市
）

1　

趣
味
は
映
画
を
観
た
り
、
漫
画
を
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
寮
生
活
で
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。

2　

将
来
は
国
家
公
務
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
在
学
中
に
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山
下
　
凌
生
（
東
洋
大
学
・
社
会
学
部
・
宇
和
島
市
）

1　

平
日
の
夜
、
土
曜
の
昼
は
、
野
球
を
見
、
深
夜
は
、

ラ
ジ
オ
を
聴
く
生
活
を
送
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

そ
れ
以
外
の
時
間
は
、
自
分
磨
き
時
間
と
し
て
有

効
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。 

2　

大
学
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
、
社
会
調
査
学
な

ど
を
し
っ
か
り
学
び
、
将
来
は
客
観
的
に
本
質
を

見
つ
め
、
正
し
く
分
か
り
や
す
く
情
報
を
発
信
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 

赤
松
　
陽
介
（
早
稲
田
大
学
・
基
幹
理
工
学
部
・
宇
和

島
市
）

1　

や
る
と
決
め
た
こ
と
は
や
り
き
る
。
ど
ん
な
と
き

で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
大
学

で
は
主
に
数
学
や
物
理
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
機
械
工
学
、
情
報
通
信
工
学
を
学
ん
で
い
ま

す
。

2　

私
は
、
将
来
教
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元
愛
が
強
く
、
愛
媛
に
帰
っ
て
き
て
自
分
が
教

え
た
子
ど
も
た
ち
が
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
塚
　
英
彰
（
東
京
歯
科
大
学
・
歯
学
部
・
松
山
市
）

1　

鉄
道
が
大
好
き
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば

　

「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
で
日
本
全
国
を
旅
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
和
菓
子
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

将
来
は
地
元
愛
媛
で
地
域
医
療
に
従
事
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
六
年
間
、
貪
欲
に

様
々
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
医
療
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

福
岡
　
斗
輝
（
駿
台
予
備
校
・
八
幡
浜
市
）

1　

好
き
な
こ
と
は
絵
を
描
い
た
り
音
楽
を
聴
い
た
り

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
点
駿
台
の
自
習
室
は
携
帯

や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
残
念
で
す
。 

2　

将
来
は
地
元
に
戻
っ
て
建
築
家
と
し
て
働
き
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
次
世
代
の
地
方
建
築
に
必
要

な
こ
と
を
大
学
で
は
研
究
し
た
い
で
す
。  

兵
頭
　
卓
（
明
治
大
学
・
法
学
部
・
北
宇
和
郡
鬼
北
町
）

1　

趣
味
は
映
画
鑑
賞
と
旅
行
で
す
。
旅
行
は
今
の
ご

時
世
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
落
ち
つ
い
た
ら

色
々
な
場
所
へ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。  

2　

私
は
将
来
司
法
試
験
に
合
格
し
、
裁
判
官
か
弁
護

士
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

四
年
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

　

令
和
三
年
度
前
期
自
治
会
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
、東
京
大
学
三
年
の
中
浦
鯉
太
郎
と
申
し
ま

す
。寮
の
伝
統
は
守
り
つ
つ
寮
生
が
さ
ら
に
暮
ら
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、寮
生
と
と
も
に
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

  

入
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
・
出
身
地
）

1　

自
己
紹
介　
　

2　

将
来
へ
の
抱
負

▲令和3年4月10日撮影

共
同
生
活
は
一
生
の
宝

共
同
生
活
は
一
生
の
宝

３
年
４
月
　9
人
が
仲
間
入
り

３
年
４
月
　9
人
が
仲
間
入
り

南豫明倫館に令和３年４月、９人が入寮した。
昨年は新型コロナ禍で通学できず思うように大学生活を謳歌

できなかった学生が多かったはずだ。それでも南豫明倫館の寮生
は同郷なので、話し相手には不自由しない。一日食事が朝夕二食付
きで、大都会のアパート、マンションで一人生活をするより恵まれ
ていたことは間違いない。
愛媛の親元を離れ1,000キロ以上離れた所で共同生活をするの

は、絶好の機会。同じ釜の飯を食う先輩、後輩とはきっと生涯の友
になるだろう。
４月には、南豫奨学会が新入寮生歓迎会を予定していたが、新

型コロナウイルスの感染拡大で残念ながら今年も中止となった。

入
寮
生
の
言
葉

南豫明倫館だより南豫明倫館だより第76号

戸
梶 

學

   

（
館
長
）

戸
梶 

學

   

（
館
長
）

戸
梶 

節
子

 

（
館
長
夫
人
）

戸
梶 

節
子

 

（
館
長
夫
人
）

大
塚 

英
彰

大
塚 

英
彰

家
安
将
太
郎

家
安
将
太
郎

元
山 
紘
貴

元
山 
紘
貴

中
浦
鯉
太
郎

（
自
治
会
委
員
長
）

中
浦
鯉
太
郎

（
自
治
会
委
員
長
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
寮
生
活

　
　
　
　
　 

自
治
会
委
員
長
　
　
中
浦
　
鯉
太
郎

　

（
裏
面
に
続
く
）

忽
那 

清
雅

忽
那 

清
雅

山
下 

凌
生

山
下 

凌
生

福
岡 

斗
輝

福
岡 

斗
輝

兵
頭
　
卓

兵
頭
　
卓

宇
都
宮
洋
亮

宇
都
宮
洋
亮

赤
松 

陽
介

赤
松 

陽
介



　4月11日（日） 　花見・バーベキュー
 　4月18日（日） 　第1回常務執行理事会
  　新入寮生歓迎会
　6月～7月 　中・南予の高校訪問
 　6月　5日（土） 　第１回定例理事会（南豫明倫館）
 　6月20日（日） 　定例評議員会（南豫明倫館）
　8月　2日（月） 　夏季食事休業開始
　8月14日（土） 　夏季食事休業終了
　9月　4日（土） 　第２回常務執行理事会
10月　2日（土） 　寮生保護者懇談会（宇和島）
  　入寮説明会（宇和島）
11月14日（日） 　第３回常務執行理事会
  　寮祭
12月上旬 　愛媛県内の高校に要請
12月11日（土） 　第４回常務執行理事会・忘年会
  　第１回新入寮生書類選考（東京）
12月18日（土） 　第１回新入寮生面接（宇和島）
12月27日（月） 　冬季食事休業開始

　1月　8日（土） 　冬季食事休業終了
　1月15日（土） 　第２回定例理事会（南豫明倫館）
　1月23日（日） 　餅つき
　2月20日（日） 　第５回常務執行理事会
 　卒寮生壮行会
　3月12日（土） 　第６回常務執行理事会
 　第２回新入寮生書類選考（東京）
　3月19日（土） 　第２回新入寮生面接（宇和島）
　3月20日（日） 　第２回新入寮生面接（松山）
　3月下旬～4月 　4年度新入寮生が入寮

※予定はお断りなく変更されることがあります。

令和4年（2022年）

令和3年度 主要行事予定

令和3年（2021年）

（学生数には大学院生1人を含む）

在籍大学

出身高校

▼
南
豫
明
倫
館
だ
よ
り
（
以
前
は
明
倫
館
だ
よ
り
）
の

原
稿
を
書
い
て
き
て
、
今
回
で
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。

年
に
二
回
発
行
し
て
、
計
二
十
号
を
数
え
ま
す
。

▼
こ
の
間
、
卒
寮
生
の
寮
生
活
の
思
い
出
や
後
輩
に
託

す
ア
ド
バ
イ
ス
、
新
入
寮
生
の
勉
学
へ
の
抱
負
や
将

来
の
夢
な
ど
を
記
録
し
て
き
ま
し
た
。

▼
今
年
七
月
下
旬
に
は
、
私
は
後
任
に
南
豫
明
倫
館
の

仕
事
を
託
し
ま
す
。
後
任
の
方
は
温
厚
な
方
な
の
で
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

                                                                   

（
戸
梶
）

　
今
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ど
の
く
ら
い
新

入
寮
生
が
来
る
の
か
不
安
な
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、そ
の
よ
う
な
中
で
九
名
の
新
入
寮
生
を
新

た
に
南
豫
明
倫
館
の
一
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が

で
き
、一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。新
入
寮
生
の
お
か

げ
で
寮
内
も
ま
た
新
た
な
雰
囲
気
と
な
り
、上
級
生

も
気
分
を
新
た
に
新
学
年
と
し
て
の
生
活
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大

学
の
講
義
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
体
と
な
り
、一
昨
年

ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。寮
の
方
で
も
、寮
祭
な
ど
の
行
事
を

行
う
こ
と
は
で
き
ず
、寮
生
全
員
が
集
ま
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、そ
の
よ
う

な
状
況
で
も
同
級
生
の
間
で
、ま
た
先
輩
と
後
輩
の

間
で
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、寮
内
は
普
段

通
り
の
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
人
と
話
す
機
会
は
か
な
り
減
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、寮
に
住
ん
で
い
る
と

人
と
話
す
機
会
が
失
わ
れ
な
い
の
も
寮
の
魅
力
だ

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、寮
は
感
染
が
広
が
り
や
す
い
と
い
う
の

も
事
実
で
す
。そ
の
た
め
寮
生
に
は
、寮
の
外
に
お

い
て
も
今
ま
で
以
上
に
節
度
を
も
っ
た
行
動
を
心

が
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。例
年
は
、寮
内

で
の
行
動
に
対
し
注
意
を
し
た
り
改
善
を
促
し
た

り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、寮
の
外
で
の
行
動
に
関

し
て
は
大
き
く
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
寮
の
外
で
の
行
動
が
寮
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。今
一
度
寮
内
で

の
規
律
を
見
直
す
と
と
も
に
、寮
の
外
で
の
自
分
の

行
動
も
振
り
返
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
外
で
の
行
動
に

気
を
つ
け
て
い
て
も
寮
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は
、

例
え
ば
大
学
や
バ
イ
ト
先
な
ど
か
ら
寮
内
に
感
染

編
集
後
記

南豫明倫館だより 第76号

が
広
が
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
る
種
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
寮
生
に
は
、も
し
自
分
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込

ん
で
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、私
が「
そ
の
人
は
悪
く

な
い
」と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
行
動
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
学
生
、そ
し
て
寮

生
と
し
て
の
責
任
あ
る
行
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、寮
生
一
同
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
日
頃
か
ら
南
豫
明
倫
館
を
見
守
り
支
え
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
も
南
豫
明
倫
館
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（令和3年5月1日現在）令和3年度在寮生　大学・出身高校一覧
合

計
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東

宇
和
島
南

宇
和
島
東

八

幡

浜

東 京 大
東 京 学 芸 大
東 京 農 工 大
青 山 学 院 大
学 習 院 大
杏 林 大
慶 応 大
國 學 院 大
駒 澤 大
上 智 大
大 正 大
東 京 歯 科 大
東 京 理 科 大
東 洋 大
日本獣医生命科学大
法 政 大
武 蔵 大
明 治 大
早 稲 田 大
職業能力開発総合大学校
駿 台 予 備 校
合 計

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

令和３年度
前期自治会

委員長

副委員長

    〃

会　計

企　画

風　紀

広　報

整　備

情　報

中浦鯉太郎

宇都宮　惇

木戸　遼輔

阿部　晃大

成田永遠希

関　　碧人

田中　孝典

川又　天斗

古谷　瑠伽

南豫奨学会理事など決まる
　公益財団法人南豫奨学会は令和3年6月20日、新型コロナ禍により郵送で評議員選定委員会と定例評議員会をそれぞれ
開き、新たに評議員1人と任期満了による理事を選任した。任期は評議員が4年、理事が2年、監事が4年。
　退任された方々には、長きにわたり奨学会の運営にご尽力を賜り衷心より感謝申し上げますとともに、今後ともご協力を
お願い申し上げます。役員構成は次の通り。（敬称略・順不同）

【理　　　事】  令和3年6月20日選任

伊達  宗信 ・ 猪原  英彦 ・ 横田  弘之
佐渡  吉晴 ・ 岡添　  弘 ・ 石田  則雄
廣瀬     了 ・ 宇都宮高明 ・ 関本     貢
岡山  三治 ・ 今村     敬 ・ 藤田  元信
本田  裕幸

【評　議　員】  令和元年６月22日選任

松影  通男 ・ 山宮  満安 ・ 酒井  利長 
藤井  昭生 ・ 安村  弘紀 ・ 別宮  興仁
戸梶　  學 ・ 村尾  明弘
井伊  盛一郎（令和3年6月20日追加選任） 
水口  重仁 ・ 槇本  能広 ・ 坂本  昭彦
下田　  豊 ・ 山本  弘幸 ・ 梶谷  利秀
玉留　  一

【監　　　事】  令和元年６月22日選任

大谷  勝俊 ・ 栗林  秀典 ・ 菊地  史晃

１

１

１

１

1
5

 
１
１
 

１

１

１
3

8

１

１

１

１

１

１

6

１

１

１

3

１

２

３

１

 
１

2

１

１

１

3

１

１

１

1

３
2
1
2
1
1
２
１
2
1
１
１
１
１
１
2
１
3
４
１
１
33

1

1


